
別記様式第8号（別記１の第６の１、別記２の第５、別記３の第５、別記４の第６、別記７の第６の１の（１）関係）

香川県
１　被害防止計画の作成数、特徴等

本県の被害防止計画は県内１７市町のうち、16市町で作成されている。
対象鳥獣としては、獣類ではイノシシ（１６市町）、ニホンザル（１１市町）、アライグマ（１１市町）、二ホンジカ（１１市町）、鳥類ではカラス（１２市町）、カワウ（９市町）等となっている。

２　事業効果の発現状況
地域の体制整備、被害防止効果、捕獲状況、人材育成状況、耕作放棄地の解消等様々な角度から記載する。
　総合支援事業（推進事業、整備事業）及び緊急捕獲活動支援事業の活用により、被害低減が図られている。
　総合支援事業（推進事業）では、狩猟免許取得者の育成、捕獲機材の整備、被害防止対策研修会の開催等、総合支援事業（整備事業）では、ワイヤーメッシュ柵の整備を行っている。　
　また、緊急捕獲活動支援事業では、イノシシ、ニホンザル、二ホンジカの捕獲に積極的に取り組んでおり、捕獲頭数も増加している。
　鳥獣被害防止都道府県活動支援事業では、効果的なカワウ対策を行うための詳細な生息実態の知見が得られた。

３　被害防止計画の目標達成状況
被害防止計画の目標の達成状況を記載する。
令和４年度で計画が終了した１２市町のうち、７市町については目標を達成できた。
県では「集落に寄せ付けない環境づくり」、「侵入防止対策」、「捕獲」を３つの柱として、対策の取組み推進を図っているものの、近年、被害金額は横ばいから微増傾向で推移している。

４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

（協議会名） 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率

イノシシ 箱わな導入 10基

イノシシ
狩猟免許初心者講習会
受講料助成 18名

イノシシ 箱わな導入 22基

イノシシ
狩猟免許初心者講習会
受講料助成 23名

3
（補正）

イノシシ 侵入防止柵 1,000ｍ
高松市鳥獣
対策協議会

R5.3 100%

イノシシ 侵入防止柵 900ｍ

イノシシ 箱わな導入 10基

カワウ 有害捕獲 １カ所

カワウ 刺し網導入 ２カ所

イノシシ
狩猟免許初心者講習会
受講料助成 15名

R２ 1,632頭

R３ 1,722頭

R４ 1,726頭

R２ 0頭

R３ 6頭

R４ 4頭

R２ 13頭

R３ 7頭

R４ 14頭

2 イノシシ 有害捕獲 くくりわな130基
丸亀市鳥獣被害
防止対策協議会

R2.8 100%

3 イノシシ 有害捕獲 箱わな3基
丸亀市鳥獣被害
防止対策協議会

R3.8 100%

3 イノシシ 有害捕獲 くくりわな97基
丸亀市鳥獣被害
防止対策協議会

R3.8 100%

4 イノシシ 有害捕獲 箱わな8基
丸亀市鳥獣被害
防止対策協議会

R4.8 100%

4 イノシシ
鳥獣被害防止
施設

ワイヤーメッシュ
柵950ｍ

丸亀市鳥獣被害
防止対策協議会

R4.9 100%

4 イノシシ 有害捕獲 くくりわな190基
丸亀市鳥獣被害
防止対策協議会

R4.8 100%

2 イノシシ
緊急捕獲活動
支援事業

130頭 - - -

3 イノシシ
緊急捕獲活動
支援事業

146頭 - - -

4 イノシシ
緊急捕獲活動
支援事業

128頭 - - -

R2 イノシシ
緊急捕獲活動
支援事業

305頭 － － －

R3 イノシシ
緊急捕獲活動
支援事業

347頭 － － －

R4 イノシシ
緊急捕獲活動
支援事業

325頭 － － －

　有害捕獲や侵入防止柵の設置
により、被害軽減に取り組んだも
のの、被害金額、被害面積ともに
軽減目標の達成には至っていな
い。
　より一層の被害低減に向けて
効果的な捕獲を実施するととも
に、生息環境管理、侵入防止対
策を含めた総合的な被害防止対
策に取り組んで欲しい。

鳥獣被害防止総合支援事業、鳥獣被害防止都道府県活動支援事業及び鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業の評価報告（令和４年度報告）

事業実施主体名
対象
地域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

高松市鳥獣被害
防止対策協議会

（高松市）
高松市

高松市
高松市
全域

イノシシ

緊急捕獲活動
支援事業

― ― ―サル

シカ

令和４年度のイノシシ等有害鳥獣目撃及び相談件数は４７６件(対前年比21％増）で過去最多となり、イノシシ等が人里の田畑に
出没する状況が年々増加していることが窺える。このような状況の中、イノシシの捕獲については、猟友会を中心に年間を通して
行われ、令和４年度は1,970頭（交付対象頭数：1,726頭）の捕獲実績となり、被害の軽減に寄与している。また、捕獲従事者の高齢
化が進む中、狩猟免許取得費用を助成することで、新規捕獲従事者の養成を図り、継続してイノシシ等の捕獲ができるよう推進し
ている。

　イノシシによる農作物被害の多い集落で防護柵の設置を個別にしてきた結果、概ね被害はなくなり、安心して収穫できるように
なったとの農家の声が聞こえている。
　センサーカメラで防護柵の際を監視し、イノシシの気配があると、箱わなを設置し、捕獲対応をしている。
　防護柵の点検も集落で行い、イノシシの形跡があると、その都度補強するなど、維持管理に努め、防護の効果を維持している。
　狩猟免許費用の助成をすることにより、費用負担が軽減され、新規捕獲従事者の確保に寄与したほか、イノシシ捕獲用箱わなを
導入し、猟友会がイノシシの出没の多い地区に設置し、捕獲している。令和２年度は前年度よりイノシシの有害捕獲頭数は減少し
たが、令和３年度からは一変して捕獲頭数は増加した。（令和４年度のイノシシの有害捕獲頭数は1,970頭で、令和２年度比16%増
加。）

丸亀市
丸亀市
全域

　市南部地域において、集落と山の境界でイノシシによる水稲及び野菜類、果樹類の被害が多発していたことから、緊
急捕獲活動支援事業を活用し山中において猟友会が有害捕獲を行うと共に、集落を囲うように山際に侵入防止柵を設
置。各種わなと併せて有効な捕獲となった。
また、島しょ部においてもイノシシが頻繁に出没するようになり、作物被害に限らず、人的被害防止の観点からも、緊急
捕獲活動支援事業を活用して、猟友会が捕獲活動を行うとともに、島しょ部住民に狩猟免許の取得を促し、捕獲活動
の充実が図られている。

　未達成の項目はあるものの、継続的な捕獲活動等により、被
害面積は抑制できていると考えられる。
　ただし、イノシシについては、これまでの取組みにより、市南部
地域では被害が減少傾向にある一方、島しょ部では生息数の増
加が認められるため、猟友会を中心に狩猟免許を取得している
島しょ部住民とも連携して、効果的な捕獲活動に努めたい。

203

事業効果

被害防止計画の目標と実績

事業実施主体の評価 第三者の意見 都道府県の評価被害金額 被害面積

丸亀市鳥獣被害
防止対策協議会
（丸亀市）

丸亀市
集落と山の境界でイノシシによる水稲及び野菜類、果樹類の被害が多発していたことから、緊急捕獲活動支援事業を
活用し山中において猟友会が有害捕獲を行うとともに、集落を囲うように山際に侵入防止柵を設置。進入路となる河川
や道路に箱わな及びくくりわなを設置。これによりイノシシの年間有害捕獲頭数は増加した。

イノシシの捕獲は行われているが、個体数の減少に
は至っていない状況があるため、耕作放棄地の解消
など集落環境の改善や侵入防止柵の適切な設置に
より総合的な被害防止対策に努めてほしい。また、イ
ノシシ被害が多い果樹園への侵入防止柵の設置は、
起伏が多い条件となるため、柵の下部に隙間を作ら
ないように丁寧な施工と日常管理の徹底により被害
防止に努めてほしい。
サルについては、捕獲対策に頼るのではなく、集落ぐ
るみの追い払いや侵入防止柵の設置、餌付け防止な
ど総合的な被害防止対策により取組みを推進してほ
しい。
アライグマやハクビシンは、単価の高い作物の被害
が多いので、餌付け防止や侵入防止柵の設置、効果
的な捕獲により対策を推進してほしい。（香川県農政
水産部農業経営課　主任専門指導員（鳥獣害）矢木
聖敏）

2

2,746 4,002 57.4% 815 1,483

-138.6% 501 964 -303.7%

　令和４年度にイノシシの目撃情報や被害が顕著に増加してお
り、山間部や農地周辺のみならず民家周辺においても出没事案
が発生しており、イノシシの生息個体数が計画時より増加してい
ると思われる。令和４年度は捕獲数も増加したが、被害拡大に
追い付いていない状況であり、目標未達となった。
　アライグマに関しても捕獲活動を継続しているが、市山間部で
被害が発生し続けている状態であり、目標未達となった。

坂出市
坂出市
全域

　猟友会を中心としたはこわな・くくりわなの設置による有害捕獲により、イノシシの捕獲は進んできている。
　平成28年度より通年捕獲を実施している。令和２年度～令和４年度の期間においては平均して年間約325頭を捕獲
しており、一定程度の農業被害抑制につながっている。

502 1,169

イノシシは捕獲や侵入防止柵の設置により被害が減
少しているので、今後も総合的な被害防止対策を継
続して被害防止に努めてほしい。
アライグマやハクビシンは、単価の高い作物の被害
が多いので、餌付け防止や侵入防止柵の設置、効果
的な捕獲により対策を推進してほしい。（香川県農政
水産部農業経営課　主任専門指導員（鳥獣害）矢木
聖敏）

イノシシの捕獲は進んでいるが、個体数の減少には
至っていない状況があるため、耕作放棄地の解消な
ど集落環境の改善や侵入防止柵の適切な設置により
総合的な被害防止対策に努めてほしい。
アライグマやハクビシンは、単価の高い作物の被害
が多いので、餌付け防止や侵入防止柵の設置、効果
的な捕獲により対策を推進してほしい。（香川県農政
水産部農業経営課　主任専門指導員（鳥獣害）矢木
聖敏）

イノシシにおいては積極的な捕獲により被害が減少したが、今
後も捕獲体制の充実を図り捕獲を継続していく。アライグマ、ハ
クビシンについては、被害額が増加しており効果的ではない。

　有害捕獲や侵入防止柵の設置
により、被害金額、被害面積とも
に減少しており、被害面積につい
ては軽減目標を達成している。
　今後とも事業効果が維持できる
よう、侵入防止柵の適正な管理
を図るとともに、より一層の被害
低減に向けて生息環境管理、侵
入防止対策、捕獲の３つの対策
に取り組んで欲しい。

　有害捕獲により、被害軽減に取
り組んだものの、被害金額、被害
面積ともに現状値を上回ってい
る。
　効果的な捕獲を実施するととも
に、生息環境管理、侵入防止対
策を含めた総合的な被害防止対
策に取り組んで欲しい。

243 35.7% 308 142 300.0%

-91.5%

　令和４年度はイノシシの有害捕獲頭数が1,970頭となり、鳥獣
被害防止計画の捕獲計画数については、目標値の1,700頭を達
成している。また、被害金額や面積については依然目標値を大
幅に上回っているため、継続して捕獲の取組み、防護柵を設置
し防御対策等を積極的に実施して、被害金額や面積などの減少
を図る。
　サルの捕獲数は少なく、捕獲計画数を達成していない。わなの
設置場所の再検討など、捕獲従事者や地元農業者と連携し、計
画捕獲数の達成を図る。
　アライグマも捕獲計画数に達しておらず、被害金額も依然目標
値を上回っている。捕獲従事者を養成し、捕獲促進を図る。
　カワウは生息羽数が増加しており、昨年駆除を実施した牟礼
町では羽数が減少しているが、住宅に近い池周辺でコロニーが
確認されている個所もあり、対応策を地元と協議しながら検討し
ていく。

3 高松市鳥獣
対策協議会

Ｒ4.3 100%

4 高松市鳥獣
対策協議会

R5.3 100%

　令和４年度のイノシシの有害捕獲頭数は1,970頭となり、近年
は2,000頭前後で推移している。一方で、被害金額、面積は増加
傾向となっているため、効果的な捕獲の実施、防護柵を設置す
る防御対策を継続して積極的に行っていく。
　サル及びアライグマの捕獲数は横ばいであるが、被害金額及
び面積は増加傾向にあるため、地元と捕獲従事者と連携して捕
獲を促進していく。
　カワウは生息羽数が増加しており、昨年駆除を実施した牟礼
町では羽数が減少しているが、住宅に近い池周辺でコロニーが
確認されている個所もあり、対応策を地元と協議しながら検討し
ていく。

高松市鳥獣
対策協議会

R3.3 100%



2 イノシシ
緊急捕獲活動
支援事業

156頭 - - -

3 イノシシ
緊急捕獲活動
支援事業

178頭 - - -

4 イノシシ
緊急捕獲活動
支援事業

151頭 - - -

2 イノシシ
鳥獣被害防止
施設

ワイヤーメッシュ
柵622ｍ

観音寺市鳥獣被
害対策協議会

R3.2 100%

3 － － － － － －

4 － － － － － －

イノシシ 有害捕獲 623頭 － － －

シカ 有害捕獲 13頭 － － －

イノシシ 有害捕獲 583頭 － － －

シカ 有害捕獲 １7頭 － － －

イノシシ 有害捕獲 500頭 － － －

シカ 有害捕獲 15頭 － － －

2 イノシシ等
初心者狩猟講習
会受講料補助

12名
さぬき市鳥獣害

対策協議会
R3.2 100%

3 イノシシ等
初心者狩猟講習
会受講料補助

4名
さぬき市鳥獣害

対策協議会
R4.3 100%

4 イノシシ等
初心者狩猟講習
会受講料補助

3名
さぬき市鳥獣害

対策協議会
R5.3 100%

2 1.072頭 － － －

3 1,299頭 － － －

4 1,248頭 － － －

2 59頭 － － －

3 115頭 － － －

4 18頭 － － －

2 64頭 － － －

3 94頭 － － －

4 0頭 － － －

2
8頭

（運搬：1回）
－ － －

3
50頭

（運搬：8回）
－ － －

4
68頭

（運搬：11回）
－ － －

2 545頭

3 563頭

4 630頭

2 120頭

3 106頭

4 91頭

2 132頭

3 130頭

4 85頭

2 1,165頭 - - -

3 1,322頭 - - -

4 1,262頭 - - -

2 1頭 - - -

3 3頭 - - -

4 2頭 - - -

2 2頭 - - -

3 1頭 - - -

4 2頭 - - -

善通寺市
（善通寺市鳥獣対
策協議会）

善通寺
市全域

イノシシの捕獲数に関して、R2年度381頭・R3年度340頭と比較して、R4年度は457頭（捕獲奨励金の対象として報告
のあったもの以外を含めると505頭）となり大幅に増加した。しかし、被害は依然として
増加しているため、個体数の増加の可能性が考えられる。

103 71 297.5% 210 10 1017.4%

観音寺市
観音寺
市全域

2
本市では、北部に七宝山、南部に讃岐山脈を擁し、山間部や山際の集落における生活圏への侵入、農作物の食害に
住民は苦慮している。市独自の取組として、狩猟免許申請手数料や防除機具、猟具の購入を補助し、イノシシの個体
数増加防止に取り組んでいる。アライグマについて、本市では、外来生物法に基づく防除実施計画を策定しており、こ
れに基づき捕獲従事者登録者を育成し、箱罠を利用した着実な個体数減少を図る捕獲活動を行った。カラス、ヒヨド
リ、ムクドリに関しては、銃器又は捕獲箱により、被害状況に応じて捕獲を行った。現在は鳥獣被害実施隊員によって
捕獲箱により捕獲を行っている。これらの取組により、観音寺市におけるイノシシの捕獲頭数は、２年度と４年度を比較
しても増加を抑えられている。一方で、カラスの捕獲羽数は２年度から４年度にかけて約41%増加している。知能が高
いため捕獲箱の効果が薄く、天敵不在、豊富な餌といった理由で、個体増加に歯止めがかからないことが原因と考え
られる。

イノシシについては、有害捕獲や侵入防止柵の設置によって被
害防止計画の目標を達成できた。課題となっているカラスの個
体数増加をはじめとして、イノシシ、シカ、ヒヨドリ、ムクドリにつ
いては、被害状況に応じて、銃器による適切な捕獲を推進する。
また、捕獲数が伸びないアライグマに関しては、計画的な防除
に従事する防除従事者の養成、安全で効果的な捕獲ができる
箱わなによって、引き続き対応する。

3

4

イノシシについては、有害捕獲や侵入防止柵の設置によって被
害防止計画の目標を達成できた。課題となっているカラスの個
体数増加をはじめとして、イノシシ、シカ、ヒヨドリ、ムクドリにつ
いては、被害状況に応じて、銃器による適切な捕獲を推進する。
また、捕獲数が伸びないアライグマに関しては、計画的な防除
に従事する防除従事者の養成、安全で効果的な捕獲ができる
箱わなによって、引き続き対応する。

観音寺市鳥獣被
害協議会

観音寺
市

本市では、北部に七宝山、南部に讃岐山脈を擁し、山間部や山際の集落における生活圏への侵入、農作物の食害に
住民は苦慮している。本事業を活用し侵入防止柵を設置したことで、イノシシの侵入を防ぐことができ、目撃数や被害
の減少につながった。市独自の取組として、狩猟免許申請手数料や防除機具、猟具の購入を補助し、イノシシの個体
数増加防止に取り組んでいる。アライグマについて、本市では、外来生物法に基づく防除実施計画を策定しており、こ
れに基づき捕獲従事者登録者を育成し、箱罠を利用した着実な個体数減少を図る捕獲活動を行った。カラス、ヒヨド
リ、ムクドリに関しては、銃器又は捕獲箱により、被害状況に応じて捕獲を行った。現在は鳥獣被害実施隊員によって
捕獲箱により捕獲を行っている。これらの取組により、観音寺市におけるイノシシの捕獲頭数は、２年度と４年度を比較
しても増加を抑えられている。一方で、カラスの捕獲羽数は２年度から４年度にかけて約41%増加している。知能が高
いため捕獲箱の効果が薄く、天敵不在、豊富な餌といった理由で、個体増加に歯止めがかからないことが原因と考え
られる。

さぬき市
全域

イノシシ

さぬき市
地区猟友会や鳥獣被害対策実施隊等と連携を図り、年間を通して捕獲を行うことで捕獲頭数は増加傾向にある事か
ら、有害鳥獣の捕獲促進に大きく寄与している。
また、冷凍庫を利用した捕獲個体処理を運用することで捕獲者の負荷軽減にも繋がっている。

イノシシ、サルについては追い払い対策の実施や捕獲従事者の
増加により捕獲頭数の増加と被害面積の縮小を実現した。
しかしアライグマ・ハクビシンによる単価の高い果樹、野菜への
被害が目立ち、被害金額が大幅に増加していることから、新た
な捕獲体制の確立が急務である。
今後も様々な取組みを継続するとともに、侵入防止柵の設置と
維持管理の強化、そして緩衝帯等の環境整備や小型有害鳥獣
捕獲の取組みも強化していく必要がある。

イノシシ、サルについては追い払い対策の実施や捕獲従事者の
増加により捕獲頭数の増加と被害面積の縮小を実現した。
しかしアライグマ・ハクビシンによる単価の高い果樹、野菜への
被害が目立ち、被害金額が大幅に増加していることから、新た
な捕獲体制の確立が急務である。
今後も様々な取組みを継続するとともに、侵入防止柵の設置と
維持管理の強化、そして緩衝帯等の環境整備や小型有害鳥獣
捕獲の取組みも強化していく必要がある。

さぬき市鳥獣被害
防止対策協議会

さぬき市

イノシシ、サル被害については、市南部の山間地域に多かったが、近年は市内全域に被害が拡大していることから、
鳥獣被害防止総合支援事業を活用し、狩猟免許取得希望者に向けての予備講習会の受講料の補助など、幅広い層
を対象に事業を行った。

この取組み等により、令和元年に比べ令和４年度の有害捕獲捕獲頭数はイノシシが1.2倍の1,584頭、サルは2.2倍の
236頭、シカは1.7倍の80頭と共に増加した。

緊急捕獲活動
支援事業
（有害捕獲）

ニホンザル

二ホンジカ

緊急捕獲活動
支援事業
（捕獲個体処
理）

1,739 2,007 7.7% 3,480

イノシシ

-269.3% 3,773 2,528 341.7%

イノシシについては、ワイヤーメッシュ柵の維持管理対策ととも
に捕獲強化を行い被害防止が図られつつあるが個体数の増加
が著しいため緊張感をもって事業を継続する必要がある。
ニホンザルについては被害範囲の拡大が続いており、電気柵や
山裾における緩衝帯の推進とともに捕獲強化を行い一定の成
果を見ているが今後も継続が必要である。
ニホンジカについては市内全域の里山地域で出没があり、一部
では農作物被害も出てきたため継続的な捕獲が必要である。

- -

イノシシ、ニホンザル、ニホンジカの有害捕獲数が増加している。特に農作物被害の多いイノシシ・ニホンザルの捕獲
強化を行った。

　　　　　　　　R元　　　　　R４
イノシシ　　　９４７→１，４６７
ニホンザル　１５７→　　２６２
ニホンジカ   １９７→　　２７１

655 1,046ニホンザル

ニホンジカ

三豊市
三豊市
全域

イノシシ 緊急捕獲活動

イノシシについては、三豊市内全域で出没しており、柵の設置が市内全体で進んでいるが、柵の設置が出来ていない
地域や、柵の維持管理が不十分な地域で被害がでている。
イノシシの有害捕獲は市内全域で三豊市鳥獣被害対策実施隊を中心に実施し、年間の捕獲頭数は緊急捕獲支援活
動を含めて、令和2年度は1,954頭、令和3年度は2,156頭、令和4年度は過去最高となる2,603頭であった。
ニホンザルの有害捕獲は財田地区を中心に実施し、年間の捕獲頭数は緊急捕獲支援活動を含めて、令和2年度は2
頭、令和3年度は19頭、令和4年度は16頭であった。
ニホンジカの年間の捕獲頭数は緊急捕獲支援活動を含めて、令和2年度は3頭、令和3年度は3頭、令和4年度は3頭で
あった。

346 938

東かがわ市
東かが
わ市全

域

イノシシ

緊急捕獲活動
支援事業

-

ニホンザル 緊急捕獲活動

ニホン
ジカ

緊急捕獲活動

-583.8% 1,128 864 193.6%

　イノシシは、侵入防止柵の設置や有害捕獲の効果により、守っ
ているところは農作物の被害に遭う可能性が低い。しかしなが
ら、柵の設置が出来ていない地域や、柵の維持管理が不十分
な地域で被害がでている。
　三豊市鳥獣被害対策実施隊を中心に有害捕獲を実施し、捕
獲圧を高め農作物の被害減少に努めている。生息頭数が減少
しているかどうかは不明である。
　ニホンザルは生息数が大幅に減少したが生き残りが小さな群
れや離れとして農地にやってきている。今後も継続した取り組み
が必要となってくる。
　ニホンジカは農業被害はないものの、市内で有害捕獲がある
ことから、引き続き捕獲活動を行っていく必要がある。
　全体を通して、被害面積については目標値よりも削減すること
ができたが、被害金額については単価の高い果樹等の被害が
多かったため目標値より多い数値となっている。

集落環境の改善、侵入防止柵の設置、効果的な捕獲
による総合的な被害防止対策を継続してほしい。（香
川県農政水産部農業経営課　主任専門指導員（鳥獣
害）矢木聖敏）

イノシシの捕獲は進んでいるが、被害金額が大きく増
加してその効果が十分ではない状況があるため、耕
作放棄地の解消など集落環境の改善や侵入防止柵
の適切な設置を推進するなどにより総合的な被害防
止対策に努めてほしい。
アライグマやハクビシンは、単価の高い作物の被害
が多いので、捕獲推進だけでなく、餌付け防止や侵
入防止柵の設置対策を加えた総合的な対策を推進し
てほしい。（香川県農政水産部農業経営課　主任専
門指導員（鳥獣害）矢木聖敏）

2,631 230.6%

イノシシやサルの捕獲が強化されているが、被害防
止効果が十分ではないようなので、耕作放棄地の解
消など集落環境の改善や侵入防止柵の適切な設置
により総合的な被害防止対策に努めてほしい。また、
生息範囲の拡大が続いているサルについては、集落
ぐるみの追い払いを柱とした対策の強化が必要であ
る。
二ホンジカについては、捕獲数の伸びから推定して今
後農作物被害の増加が懸念されることから、現在の
イノシシやサル対策としての侵入防止柵をシカ対応に
高度化するなどの取組が必要である。
（香川県農政水産部農業経営課　主任専門指導員
（鳥獣害）矢木聖敏）

イノシシは捕獲活動が順調に進んでいるが、侵入防
止柵の設置や維持管理が十分でないために被害が
発生しているようなので、今後は集落環境の改善、侵
入防止柵の設置、効果的な捕獲による総合的な被害
防止対策を継続してほしい。また、イノシシ被害が多
い果樹園への侵入防止柵の設置は、起伏が多い条
件となるため、柵の下部に隙間を作らないように丁寧
な施工と日常管理の徹底により被害防止に勤めてほ
しい。
サルについては、捕獲対策に頼るのではなく、集落ぐ
るみの追い払いや侵入防止柵の設置、餌付け防止な
ど総合的な被害防止対策により取組みを推進してほ
しい。（香川県農政水産部農業経営課　主任専門指
導員（鳥獣害）矢木聖敏）

　イノシシの個体数が増加していることに加えて、単価の高い作
物の被害が多かったため、被害面積以上に被害金額が多くなっ
たと考えられる。
　全体としては目標を達成しているが、個別で見ると（イノシシ
の）目標達成にはまだまだ取組の拡大が必要であるように考え
る。
　また、カラスの被害状況に関しては、現在把握できている被害
以上に実際の被害は発生していると思われるため、被害状況の
把握を進めるとともに、対策も継続して進めていかなければなら
ない。
　イノシシの捕獲数に関しては、捕獲奨励金額を令和4年度に1
頭あたり1万5千円に値上げしたこともあり、大幅に増加した。こ
のまま狩猟者には捕獲に対して積極的な姿勢で取り組んでもら
えるように取組を続けて行く。
　捕獲については、狩猟者の高齢化も大きな問題であるが、狩
猟免許取得時にかかる費用の全額負担の取組の効果もあって
か、毎年数名ずつではあるが新規狩猟者確保を進められてい
る。

イノシシ被害が多い果樹は比較的単価が高い作物で
ある。果樹園への侵入防止柵の設置は、起伏が多い
条件となるため、柵の下部に隙間を作らないように丁
寧な施工と日常管理の徹底により被害防止に勤めて
ほしい。（香川県農政水産部農業経営課　主任専門
指導員（鳥獣害）矢木聖敏）

　有害捕獲や捕獲従事者の確
保・育成により、被害金額、被害
面積ともに減少しており、被害面
積については軽減目標を達成し
ている。
　今後とも事業効果が維持できる
よう、侵入防止柵の適正な管理
を図るとともに、より一層の被害
低減に向けて生息環境管理、侵
入防止対策、捕獲の３つの対策
に取り組んで欲しい。

　有害捕獲により、被害面積は減
少し、軽減目標を達成している一
方、被害金額は現状値を上回っ
ている。
　より一層の被害軽減に向けて
生息環境管理、侵入防止対策、
捕獲の３つの対策に取り組んで
欲しい。

　有害捕獲により、被害面積は減
少し、軽減目標を達成している一
方、被害金額は現状値を上回っ
ている。
　より一層の被害軽減に向けて
生息環境管理、侵入防止対策、
捕獲の３つの対策に取り組んで
欲しい。

182 160 148.2% 240 160 240.0%

　有害捕獲により、被害金額、被
害面積ともに減少し、軽減目標
の達成が図られている。
　今後、より一層の被害低減に向
けて生息環境管理、侵入防止対
策、捕獲の３つの対策に取り組
んで欲しい。

　有害捕獲により、被害金額、被
害面積ともに減少し、軽減目標
の達成が図られている。
　今後、より一層の被害低減に向
けて生息環境管理、侵入防止対
策、捕獲の３つの対策に取り組
んで欲しい。



ニホンジカ、ニホンザ
ル、タヌキ、カラス、ヌー

トリア、イノシシ

狩猟免許の取
得

4名 R2.9 100%

イノシシ 箱わな大購入 22台 R3.3 100%

ニホンジカ、ニホンザ
ル、イノシシ くくりわな購入 40台 R3.3 100%

ニホンジカ、ニホンザ
ル、タヌキ、カラス、ヌー

トリア、イノシシ

初心者狩猟講
習

1回 R2.12 100%

ニホンジカ、ニホンザ
ル、タヌキ、カラス、ヌー

トリア、イノシシ

狩猟免許の取
得

4名 R3.9 100%

イノシシ 箱わな大購入 7台 R4.3 100%

ニホンジカ、ニホンザ
ル、イノシシ くくりわな購入 27台 R4.3 100%

ニホンジカ、ニホンザ
ル、タヌキ、カラス、ヌー

トリア、イノシシ

初心者狩猟講
習

1回 R4.1 100%

ニホンジカ、ニホンザ
ル、タヌキ、カラス、ヌー

トリア、イノシシ

狩猟免許の取
得

7名 R4.9 100%

イノシシ 箱わな大購入 8台 R5.3 100%

ニホンジカ、ニホンザ
ル、イノシシ カワウ駆除 1回 R5.3 100%

ニホンジカ、ニホンザ
ル、タヌキ、カラス、ヌー

トリア、イノシシ

初心者狩猟講
習

1回 R5.3 100%

イノシシ 664頭

ニホンザル 23頭

ニホンジカ 309頭

イノシシ 640頭

ニホンザル 18頭

ニホンジカ 232頭

イノシシ 970頭

ニホンザル 6頭

ニホンジカ 206頭

3 ニホンザル
サル捕獲用わ
なの購入

10基
小豆島町鳥獣被
害防止対策協議

会

令和４
年３月

100% 令和３年度の捕獲頭数は２５頭で、捕獲わな購入後の令和４年度は３３頭になった。昨年度よりも８頭多く捕獲した。

2
狩猟免許試験
予備講習会受
講料補助

２名
小豆島町鳥獣被
害防止対策協議

会

令和2年
9月

100%

4
狩猟免許試験
予備講習会受
講料補助

２名
小豆島町鳥獣被
害防止対策協議

会

令和４
年９月

100%

2
初心者狩猟講
習会講師料

１式
小豆島町鳥獣被
害防止対策協議

会

令和２
年１１月

100%

3
初心者狩猟講
習会講師料

１式
小豆島町鳥獣被
害防止対策協議

会

令和３
年１２月

100%

4
初心者狩猟講
習会講師料

１式
小豆島町鳥獣被
害防止対策協議

会

令和４
年１１月

100%

イノシシ（成
獣）

974

ニホンザル
（成獣） 45

ニホンジカ（成
獣） 656

イノシシ（成
獣） 924

ニホンザル
（成獣） 25

ニホンジカ（成
獣） 440

イノシシ（成
獣） 988

ニホンザル
（成獣） 33

ニホンジカ（成
獣） 383

イノシシ
緊急捕獲活動
支援事業

356頭 - - -

サル
緊急捕獲活動
支援事業

27頭 - - -

シカ
緊急捕獲活動
支援事業

10頭 - - -

イノシシ
緊急捕獲活動
支援事業

522頭 - - -

サル
緊急捕獲活動
支援事業

38頭 - - -

シカ
緊急捕獲活動
支援事業

9頭 - - -

イノシシ
緊急捕獲活動
支援事業

320頭 - - -

サル
緊急捕獲活動
支援事業

38頭 - - -

シカ
緊急捕獲活動
支援事業

4頭 - - -

2 368頭 - - -

3 504頭 - - -

4 340頭 - - -

3

4

　猟友会、関係団体等と連携し、被害防止対策を継続して実施
している。
　捕獲技術の向上、捕獲に使用するわなの増設による有害鳥獣
捕獲の拡充が図られた結果、捕獲頭数が増加した。
　しかしながら、捕獲数に見合って被害自体を抑えきれていない
ことから、適正な個体数にはなっていないのが現状である。
　このため、今後も継続して捕獲圧をかけ続けるとともに、各種
被害対策を実施する必要がある。

土庄町鳥獣被害
対策協議会

・狩猟免許取得経費補助による狩猟者の確保を図った結果、豊島地区を中心に狩猟者の増加に至った。

・わな購入による有害鳥獣捕獲拡充により捕獲数の増加を図った結果、3か年平均1,022頭の鳥獣害捕獲が行われ
た。

・狩猟講習会によって、鳥獣保護管理法等に関する順守及び捕獲技術の向上をは図った。

・鳥獣害被害についても、目標金額及び面積共に被害の抑止に繋がった。

3

4

小豆島町鳥獣被
害防止対策協議
会（小豆島町）

小豆島
町

猟友会、関係団体等と連携し、被害防止対策を実施している。ま
た、農地を守るための侵入防止柵をつける農家が増えたため、
イノシシやニホンジカの被害件数が減少した。しかし、ニホンザ
ルは捕獲や被害防止が難しく、小豆島全域に群れが拡散された
ため、被害数が増加した。今後は、ニホンザルの捕獲に力を入
れ、被害軽減につなげていきたい。

ニホンジカ、
ニホンザル、
カワウ、イノシ
シ、タヌキ、
ヌートリア

狩猟免許取得に要する経費を補助することにより狩猟免許取得者の増加につながる。

ニホンジカ、
ニホンザル、
カワウ、イノシ
シ、タヌキ、
ヌートリア

被害防止計画で掲げた目標値に対しては達成となるが、未だに
農作物被害は後を絶たない。
ニホンジカについては一定の成果が得られていると思料する
が、イノシシについては令和4年度被害面積が増加傾向にある。

ワイヤーメッシュ柵や電気柵の設置に対する補助も併せて実施
していることから、予防策に加え、捕獲を継続的に行うことで、農
地の保護を図っていく。

282.7% 466

- -

猟友会、関係団体等と連携し、被害防止対策を継続して実施している。
捕獲技術の向上や捕獲に使用するわなの増設が図られた結果、3か年平均1,022頭の鳥獣害捕獲が行われた。
令和4年度は再びイノシシ捕獲頭数が増加に転じている。

今後も継続した捕獲を実施することで、農地の被害防止に繋げていく。

848 468

土庄町
土庄町
全域

2

緊急捕獲活動
支援事業

-

土庄町鳥獣被害
防止対策協議会

（土庄町）

土庄町
全域

2

3

4

141 171 35.1% 550

初心者狩猟講習会を開催することで、鳥獣保護管理法等の遵守や捕獲技術の向上につながる。

小豆島町
小豆島
町全域

2

有害捕獲 - - -

平成２６年度を境に、小豆島町内で、イノシシ、シカが急増し、鳥獣被害件数が増加した。それに伴い、鳥獣捕獲等助
成事業（県単）と連携しつつ、緊急捕獲活動支援事業を活用し、有害鳥獣の捕獲と被害防止に力を入れてきた。令和２
年度から令和４年度はピーク時に比べ捕獲頭数は減少傾向にあり、イノシシは約600頭、シカは500頭、ニホンザルは
150頭の減少となったが、イノシシ、ニホンジカに関しては、一定量の捕獲ができており、適正な数に近づいていると思
われる。しかしながら、サルに関しては、捕獲の難しさが原因で捕獲頭数は目標よりも少ない結果となった。

39.8% 545

784 -286.9% 495 675 -106.9%三木町
三木町
全域

2

香川県狩猟クラブや三木町鳥獣害対策実施隊を中心に本町の箱わなやくくりわなを貸与し、捕獲活動を実施した。ま
た、令和２年度よりサルの捕獲の奨励金を倍増した。さらに捕獲活動の中で使用する撒き餌について住民に対して提
供を呼びかけたところみかんやサツマイモ等の提供があり、捕獲活動に活用することができた。これらの取組みの結
果、３箇年にわたり特にイノシシ・サルの捕獲頭数について成果をあげることができた。今後も本町対策協議会、狩猟
クラブ等とも連携し事業を行っていく。

4853

4

綾川町
綾川町
全域

イノシシ 緊急捕獲

中山間地帯においてイノシシによる水稲や野菜類の被害及びため池等の堤や土手、田畑の畦畔等の掘り返しの被害
が多発していたことから、緊急捕獲活動支援事業を活用し、鳥獣被害対策実施隊が被害多発地域に箱罠を多めに設
置し有害鳥獣捕獲を行うと共に殺処分時の安全を考慮し、電気止め刺し器を使用する。これらの取組みにより、令和２
年度までは例年捕獲頭数が400頭前後であったが、令和３年度では637頭と200頭あまり増加した。

997 1,469

イノシシについては、箱わなの増設や捕獲実施隊員の増員等を
行なったが目標達できなかったものの、被害は減少している。サ
ル・シカについては、例年2～4頭の捕獲であり、被害報告は受
けていない。カラス・ヒヨドリ等は捕獲檻を活用し捕獲している
が、成果はあまりでていない。アライグマは捕獲頭数は増加して
被害も減少したが、ハクビシンは捕獲頭数は増加したが被害が
拡大した。

集落環境の改善、侵入防止柵の設置、効果的な捕獲
による総合的な被害防止対策を継続してほしい。（香
川県農政水産部農業経営課　主任専門指導員（鳥獣
害）矢木聖敏）

集落環境の改善、侵入防止柵の設置、効果的な捕獲
による総合的な被害防止対策を継続してほしい。（香
川県農政水産部農業経営課　主任専門指導員（鳥獣
害）矢木聖敏）

イノシシやニホンジカは捕獲により被害が軽減できて
いるようであるが、サルは被害防止効果が十分では
ないようなので、単なる捕獲強化ではなく、集落ぐる
みの追い払いを柱とした対策の強化や侵入防止柵の
設置などの対策が必要である。
（香川県農政水産部農業経営課　主任専門指導員
（鳥獣害）矢木聖敏）

383 174.1%

688 42.5%

農作物被害については、特に中山間地においてイノシシ、サ
ル、アライグマ等による農作物被害が多発しており、被害の範
囲は平野部にも及ぶようになっている。本町独自の防止対策事
業において、各農家ごとにワイヤーメッシュ柵や電気柵等の侵
入防止柵を設置することで被害防止を図った。しかしながら、当
初の目標から被害面積、被害金額ともに目標が達成出来てい
なかった。今後についても捕獲活動とともに総合的な対策とし
て、防止柵に対する補助制度の拡充や農作物被害対策につい
て、関係機関と連携を図りながら普及啓発活動を行っていく必
要がある。

イノシシやサルの捕獲が強化されているが、被害防
止効果が十分ではないようなので、耕作放棄地の解
消など集落環境の改善や侵入防止柵の適切な設置
により総合的な被害防止対策に努めてほしい。また、
その取組は集落ぐるみで行うことで効果的なものにな
ると思われるので、啓発に努めてほしい。
アライグマについては、単価の高い作物の被害が多
いので、捕獲だけでなく、餌付け防止や侵入防止柵
の設置による効果的な対策を推進してほしい。
（香川県農政水産部農業経営課　主任専門指導員
（鳥獣害）矢木聖敏）

猟友会、関係団体等と連携し、被害防止対策を実施している。ま
た、農地を守るための侵入防止柵をつける農家が増えたため、
イノシシやニホンジカの被害件数が減少した。しかし、ニホンザ
ルは捕獲や被害防止が難しく、小豆島全域に群れが拡散された
ため、被害数が増加した。今後は、ニホンザルの捕獲に力を入
れ、被害軽減につなげていきたい。

　有害捕獲や捕獲機材の整備等
により、被害金額、被害面積とも
に減少し、軽減目標の達成が図
られている。
　今後、より一層の被害低減に向
けて生息環境管理、侵入防止対
策、捕獲の３つの対策に取り組
んで欲しい。

　有害捕獲により、被害軽減に取
り組んだものの、被害金額、被害
面積ともに現状値を上回ってい
る。効果的な捕獲を実施するとと
もに、生息環境管理、侵入防止
対策を含めた総合的な被害防止
対策に取り組んで欲しい。

　有害捕獲により、被害金額、被
害面積ともに減少しているもの
の、軽減目標の達成には至って
いない。
　より一層の被害低減に向けて
生息環境管理、侵入防止対策、
捕獲の３つの対策に取り組んで
欲しい。

　有害捕獲や捕獲従事者の確
保・育成等の取組みにより、被害
金額、被害面積ともに減少してい
るものの、軽減目標の達成には
至っていない。
　より一層の被害低減に向けて
生息環境管理、侵入防止対策、
捕獲の３つの対策に取り組んで
欲しい。

774 44.1%



香川県
香川県
全域

令和４
年度

カワウ

鳥獣被害防
止都道府県
活動支援事
業

- - - -

・専門業者に委託し、県内の島嶼部を中心とした主要生息地においてねぐら入り・ねぐら立ち調査を行い、正確な生息
数や営巣数をカウントし、繁殖状況を把握した。
・調査の結果、これまで本県で実施してきたモニタリング調査は過小評価であること、近年の冬季の個体数増は県外
（滋賀県）からの移入の影響であること等が推察された。
・また、各生息地の立地条件やねぐらコロニーの形成状況を踏まえた対策の検討を行った。
・被害状況の把握のため、60個体の胃内容物を調査したところ、約2/3は空胃や消化が進んでいたため同定が困難で
あったが、確認ができたサンプルからは汽水域を好む魚（コノシロ、ボラ、スズキ）等が比較的多く出現した。

- - - - - -

・厳密な生息調査を行い、これまでの調査は過小評価となって
いることが推察された。今後、調査体制の充実を図るとともに、
生息状況の季節変化や内陸部の生息状況についても把握する
必要がある。
・被害状況については、時期や場所により異なると考えられるた
め、全容の把握は困難であるが、多様なデータの蓄積に努める
必要がある。
・得られた知見を踏まえ、対策を実施している市町との連携を強
化し、計画的な対策を促進していく必要がある。

-

　効果的なカワウ対策に資する
ため、十分な調査体制を整備す
る必要がある。
　得られた知見を踏まえ、対策を
実施している市町との連携を強
化し、計画的な対策を促進してい
く必要がある。


